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本
町
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に

進
展
し
て
お
り
、
平
成
26
年
２
月
末
で
出
生
者

数
は
67
人
と
な
り
、
平
成
15
年
か
ら
11
年
連
続

で
出
生
者
数
が
100
人
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。

原
因
の
一
つ
と
し
て
生
産
人
口
層
（
15
歳
～
64

歳
）
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
の
層
の
定
住
化

を
進
め
る
た
め
に
企
業
誘
致
な
ど
情
報
収
集
に

努
め
て
い
ま
す
が
引
き
続
き
地
元
資
源
を
活
用

し
た
雇
用
の
場
の
確
保
が
で
き
な
い
か
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

町
長
に
就
任
以
来
「
健
康
で
明
る
く
、
住
み

よ
い
、
誇
り
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
、
そ

し
て「
多
良
木
町
に
住
み
た
い
、住
ん
で
よ
か
っ

た
」
を
目
標
に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

こ
の
目
標
に
向
か
っ
て
ま
い
進
し
ま
す
。

多
良
木
町
の
現
状

平
成
26
年
度
施
政
方
針

～
健
康
で
明
る
く
、住
み
よ
い
、誇
り
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
～

　

予
算
編
成
に
あ
た
り
、
過
疎
債
ソ
フ
ト
事
業

関
連
が
利
用
で
き
な
い
か
な
ど
検
討
し
た
結

果
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
金
、
乳
幼
児
等
医
療
費
扶
助
。
ま
た
今

後
３
年
間
を
め
ど
に
街
路
灯
お
よ
び
防
犯
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ
の
更
新
費
な
ど
町
民
の
み
な
さ
ま

へ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
第
一
に
予
算
編
成

を
行
い
ま
し
た
。

◆
商
店
街
の
振
興
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度
は

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
併
せ
非
介
護
認
定
者

の
報
償
費
に
つ
い
て
商
品
券
を
交
付
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆
駅
前
交
差
点
の
改
良
に
つ
い
て
、
無
事
完
成

し
、
五
間
道
路
開
設
１
２
５
周
年
、
そ
し
て

交
差
点
改
良
完
成
を
記
念
し
て
、
商
工
会
と

共
同
し
て
街
路
樹
の
植
樹
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

◆
町
内
全
域
に
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
整
備
し

ま
し
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、
緊
急
時
に
お
け
る
迅
速
な
対
応
と
的

確
な
町
の
情
報
連
絡
網
の
整
備
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

◆
悪
質
で
巧
妙
な
手
口
に
よ
り
消
費
者
が
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
消
費
者
相
談
の
実
施
や
広
報
誌
な
ど
に

よ
る
情
報
提
供
を
今
後
も
行
う
と
と
も
に
、

消
費
生
活
相
談
室
の
維
持
、
強
化
を
考
え
て

い
ま
す
。

新
年
度
予
算
編
成

◆
農
業
機
械
等
導
入
事
業
補
助
金
事
業
、
優
良

繁
殖
牛
改
良
導
入
事
業
に
つ
い
て
は
、
継
続

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

◆
木
造
住
宅
建
築
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
平
成

25
年
度
に
３
件
の
実
績
が
あ
り
、
前
年
度
同

様
継
続
し
ま
す
。

◆
え
び
す
の
湯
の
熱
源
に
木
質
バ
イ
オ
燃
料
を

活
用
す
る
件
に
つ
い
て
は
本
年
度
中
に
方
針

を
決
定
し
ま
す
。

第
一
次
産
業
の
復
活

商
工
・
観
光
業
の
振
興

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

子
育
て
支
援

◆
中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、
妊
婦

検
診
費
の
無
料
化
、
出
生
祝
い
金
の
交
付
、

学
校
米
飯
給
食
米
代
の
全
額
助
成
、
特
定
不

妊
治
療
費
扶
助
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
ま

す
。
ひ
と
り
で
も
多
く
の
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生

し
、
健
や
か
な
成
長
が
で
き
る
よ
う
子
育
て

支
援
を
行
い
ま
す
。

多良木町施政方針



多良木町施政方針
◆
槻
木
小
学
校
の
再
開
校
に
あ
た
り
児
童
が
１
人

と
い
う
環
境
で
す
が
応
援
体
制
を
構
築
し
て
い

き
ま
す
。

◆
黒
肥
地
小
学
校
校
舎
の
補
修
、
く
ろ
っ
子
学
童

ク
ラ
ブ
施
設
を
黒
肥
地
小
学
校
敷
地
内
に
新
築

す
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

◆
特
別
支
援
教
育
支
援
員
に
つ
い
て
、
学
校
か
ら

の
要
請
に
よ
り
、
１
人
増
員
し
、
13
人
体
制
に

し
ま
し
た
。

◆
多
良
木
高
校
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
「
上
球

磨
に
高
校
を
残
そ
う
協
議
会
」
を
中
心
に
情
報

収
集
に
努
め
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

◆
姉
妹
町
で
あ
る
北
海
道
南
幌
町
と
児
童
交
流
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
町
民
交
流
の
一
部
助
成

に
つ
い
て
も
南
幌
町
と
協
議
が
整
い
ま
し
た
。

教
育
環
境
の
充
実

◆
平
成
５
年
度
か
ら
下
水
道
管
き
ょ
整
備
に
取
組

み
、
平
成
11
年
度
か
ら
一
部
共
用
を
開
始
し
、

平
成
27
年
度
を
終
了
年
度
と
し
て
取
組
ん
で
い

ま
す
。

◆
今
後
は
下
水
道
事
業
の
目
的
で
あ
る
家
庭
内
排

水
接
続
を
促
進
し
住
宅
環
境
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
平
成
25
年
度
に
保
険
税
率
の
見
直
し
を
行
な

い
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
度
末
の
基
金
残
額
は

６
千
９
百
万
円
程
度
に
な
る
見
込
み
で
、
保
険

給
付
費
の
１
ヵ
月
分
に
も
満
た
な
い
状
態
で

す
。

　

国
の
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
の
最
終
報

告
書
が
発
表
さ
れ
、
社
会
保
障
改
革
の
主
な
項

目
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
る
と
、
国
民
健
康
保

険
の
運
営
を
都
道
府
県
へ
移
管
す
る
こ
と
が
平

成
29
年
度
ま
で
に
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
保
険
料
の
徴
収
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
市
町
村
が
担
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
滞
納

整
理
に
つ
い
て
は
前
年
度
よ
り
減
額
と
な
る
よ

う
努
力
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
引
き
続
き
健
全
な
財
政
運
営
を
行
い
ま
す
。
経

常
収
支
比
率
は
、
平
成
24
年
度
決
算
で

85.6
％
で

し
た
。
自
主
財
源
が
30
％
を
割
っ
て
い
る
本
町

に
お
い
て
難
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
望
ま
し
い

数
値
70
％
に
近
づ
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

◆
他
町
村
で
も
行
な
わ
れ
て
い
る
ふ
る
さ
と
納
税

者
に
対
す
る
お
礼
で
す
が
、
町
で
も
感
謝
の
気

持
ち
と
ふ
る
さ
と
納
税
が
本
町
の
産
業
活
性
化

や
特
産
物
開
発
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

Ｊ
Ａ
、
商
工
会
、
そ
し
て
賛
同
い
た
だ
け
る
団

体
な
ど
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
特
産
物
の
中
か

ら
選
定
し
て
も
ら
い
希
望
の
特
産
物
詰
め
合
わ

せ
を
贈
呈
で
き
る
よ
う
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

行
財
政
改
革

健康で明るく、住みよい、誇りの持てるまちづくり
そして
 「多良木町に住みたい、住んでよかった」
と言われるまちづくりを新年度も目指します

（町長施政方針要約）

３　広報たらぎ 2014. ４
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防災無線は常に電源を入れておきましょう！

  わが町の予算！
〜平成 26 年度一般会計当初予算額〜　60 億 4千万円

こんなことに使われます　ー主な使いみち−
議会費

総  

務  

費

一般行政費
区長会活動費
統計調査費
電算管理費
再生可能エネルギー等導入事業　など

農　

林　

水　

産　

業　

費

農業委員会費
農業振興費
中山間地域等直接支払制度事業
堆肥センター管理費
畜産業費
農地費
ほ場整備事業
増谷地区用水施設整備事業
造林費
林業振興費
林業荒水谷線舗装事業
地籍調査費　など

土
木
費

住宅管理費
住宅建設費
下水道事業特別会計繰越金　など

民　
　
　

生　
　
　

費

社会福祉総務費
国民健康保険費
障害者福祉費
老人福祉費
介護保険費
児童福祉総務費
児童措置費
後期高齢者医療費
保育所費
多良木学園費　など

保
健
衛
生
費

公立多良木病院組合負担金
住民健康診断委託料
環境衛生費
合併処理浄化槽設置補助
塵芥処理費　など

商
工
費

商工業振興費
企業誘致対策費
観光費　など

商
工
費

道路維持費
町道小田原庚申線整備事業
町道赤松線整備事業
町道湯原線整備事業
社会資本整備総合交付金道路事業

消
防
費

上球磨消防組合負担金
非常備消防費
消防施設費

消
防
費

小学校費
中学校費
公民館費
各種社会教育施設費
黒肥地石倉改修事業
学校給食費
黒肥地小学校校舎改修事業　など

“町民１人当たりに使われる
お金は？”

議　会　費
（議会の運営に）

総　務　費
（一般的な事務及び企画費）

民　生　費
（福祉の向上・充実のために）

9,007 円 61,663 円

185,382 円

衛　生　費
（健康づくりなどに）

消　防　費
（消防業務に）

農林水産業費
（農林業の振興などに）

商　工　費
（商工・観光に）

土　木　費
（道路や橋などの整備に）

教　育　費
（社会教育や学校教育に）

災害復旧費
（災害の復旧に）

公　債　費
（借入金の返済）

そ　の　他
（予備費）

68,958 円 57,202 円 5,221 円 56,785 円

17,784 円 47,380 円 148 円 68,122 円 552 円

広報たらぎ 2014. ４　４
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防災無線は常に電源を入れておきましょう！

このように決まりました
　平成 26 年度多良木町一般会計予算が３月定例会議で可決されました。

予算総額は、60 億 4 千万円で、前年度に比べ、1.0％の増となりました。

歳　入（予算項目別構成比）

歳　出（予算項目別構成比）

議会費
94,059
（1.5％）

◀

総務費
643,946
（10.7％）

民生費
1,937,941
（32.1％）

衛生費
720,124
（11.9％）

労働費
1

（0,0％）

◀

農林水産費
597,363
（9.9％）

商工費
54,524
（0.9％）

◀

土木費
593,002
（9,8％）

消防費 185,727
（3.1％）

教育費
494,786
（8.2％）

災害復旧費
1,546
（0.0％） ◀

公債費
711,403
（11.8％）

予備費
5,762
（0.1％）

◀

町税
734,173
（12.2％）

239,709
（4.0％）

616,868
（10.2％）

地方交付税
2,507,294
（41.5％）

国庫支出金
県支出金
1,278,406
（21.2％）

町債
482,100
（7.9％）

181,634
（3.0％）

自主財源

依存財源

平成 26 年度
6,040,184

（単位：千円）

◀

地方譲与税
配当割交付金
地方消費税交付金
地方特例交付金

利子割交付金
株式等譲渡所得割交付金
自動車所得税交付金
交通安全対策特別交付金

◀
分担金負担金
使用料手数料
財産収入

◀ 寄付金
繰入金
繰越金
諸収入

平成 26 年度
6,040,184

（単位：千円）

５　広報たらぎ 2014. ４



　

３
月
２
日
（
日
）、
多
良
木
町
健
康
づ
く
り
百
太
郎
駅

伝
大
会
が
多
目
的
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
陸
上
競
技
場
を
ス

タ
ー
ト
、ゴ
ー
ル
と
す
る
９
区
間
全
長
１
２・
３
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
宣
誓
で
は
昨
年
優
勝
し
た
久
米
小
Ａ
チ
ー
ム
の
前

田
虎
太
郎
く
ん
が
「
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
に
負
け
な
い
よ
う

に
走
り
た
い
」
と
宣
誓
。

　

オ
ー
プ
ン
参
加
を
含
む
、
３
３
チ
ー
ム
が
参
加
し
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
小
学
生
の
部
】

優
勝　

久
米
小
Ａ
（
48
分
17
秒
）

２
位　

多
良
木
小
陸
上
部
（
49
分
41
秒
）

３
位　

黒
肥
地
小
陸
上
部
（
55
分
29
秒
）

【
一
般
の
部
】

優
勝　

多
良
木
走
ろ
う
会
（
42
分
42
秒
）

２
位　

上
球
磨
消
防
署
第
一
中
隊
（
43
分
14
秒
）

３
位　

上
球
磨
消
防
署
第
二
中
隊
（
45
分
08
秒
）

【
オ
ー
プ
ン
・
一
般
の
部
】

①
多
良
木
高
校
Ａ　

②
多
良
木
高
校
野
球
部
Ａ
チ
ー
ム

③
多
良
木
高
校
Ｄ

【
オ
ー
プ
ン
・
中
学
生
の
部
】

①
多
良
木
中
陸
上
部
Ａ　

②
多
良
木
中
陸
上
部
Ｃ

③
多
良
木
中
陸
上
部
Ｂ

【
ア
ピ
ー
ル
賞
】

・
み
ん
な
で
地
域
医
療
を
守
ろ
う
！　

・
多
中
柔
道
部

・
あ
ず
み
野
Ｊ
ｒ

第 21 回多良木町健康づくり

百太郎駅伝大会

たらぎひなまつりイベントを開催

　

３
月
１
日
（
土
）、
交
流
館

石
倉
で『
笑
美
寿
の
び
る
会（
会

長
・
彌
永
朝
子
）』
主
催
に
よ

る
ひ
な
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
光
台
寺
保

育
園
、
黒
肥
地
保
育
園
、
む
つ

み
保
育
園
の
園
児
ら
が
歌
や
ダ

ン
ス
な
ど
を
披
露
。
保
護
者
や

来
場
者
も
園
児
ら
の
発
表
を
見

守
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
シ
ル
バ
ー
ス
テ
ッ

プ
ス
の
ダ
ン
ス
や
、
バ
ザ
ー
な

ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
22
日
（
土
）
か
ら
３
月

２
日
（
日
）
ま
で
、
町
役
場
西

側
駐
車
場
一
帯
に
お
い
て
毎
年

恒
例
の
「
ゑ
び
す
植
木
市
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
剪
定
講
習
会
や
植

木
の
競
り
市
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
方
は
所
狭
し
と
並
べ

ら
れ
た
植
木
を
心
地
よ
い
春
風

が
そ
よ
ぐ
な
か
真
剣
に
選
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

春の恒例

ゑびす植木市

３月

２

３月
１

３月
２

２月
22

Taragi Town Topics
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特別賞に田嶋英巧さん夫婦
　

２
月
６
日
、
ホ
テ
ル
熊
本
テ
ル
サ
に

て
、
平
成
25
年
度
熊
本
県
農
業
コ
ン

ク
ー
ル
大
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
新
人

王
部
門
で
優
良
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
３
月
８
日
に

新
辰
巳
に
て
受
賞
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
自
ら
の
目
標
の
も
と

に
経
営
・
生
産
技
術
の
改
善
に
意
欲
的

に
取
り
組
み
、
次
世
代
を
担
う
者
と
し

て
地
域
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
て
い
る

就
農
後
、
お
お
む
ね
８
年
以
内
の
農
業

者
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

田
嶋
さ
ん
夫
妻
は
「
今
後
も
地
域
の

担
い
手
と
し
て
、
地
域
に
貢
献
で
き
る

農
業
を
目
指
し
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

３月

８
熊本県農業コンクール

　

２
月
６
日
、
ホ
テ
ル
熊
本
テ
ル
サ
に
て
、

平
成
25
年
度
熊
本
県
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
大

会
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
地
域
貢
献
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
３
月
８
日
に
新

辰
巳
に
て
受
賞
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
生
産
技
術
の
開
発
・
普

及
や
農
業
生
産
基
盤
の
確
立
、
そ
の
他
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
の
農
業
振
興

に
貢
献
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

愛
甲
力
さ
ん
は
「
地
域
農
業
と
地
域
安

全
の
た
め
に
貢
献
し
て
い
き
な
が
ら
、
後

継
者
を
育
て
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

３月

８

熊本県農林水産業功労者表彰
　

12
月
25
日
、
熊
本
県
庁
に
て
平

成
25
年
度
熊
本
県
農
林
水
産
業
功

労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
農
業
部

門
で
熊
本
県
農
林
水
産
業
功
労
者

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
３
月
８

日
に
新
辰
巳
に
て
受
賞
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
長
年
に
わ
た
り
農

業
に
従
事
し
、
熊
本
県
の
振
興
・

発
展
に
貢
献
の
あ
っ
た
方
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。

　

平
田
さ
ん
夫
妻
は
「
関
係
者
の

方
々
の
お
か
げ
で
受
賞
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
地
域
農
業
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

３月

８
平成２５年度

地域貢献賞に愛甲力さん
熊本県農業コンクール

７　広報たらぎ 2014. ４

平成２５年度消防長官表彰
　

３
月
５
日
、
東
京
の
ニ
ッ
シ
ョ
ー

ホ
ー
ル
で
平
成
25
年
度
消
防
長
官

表
彰
が
行
わ
れ
、
多
良
木
町
消
防

団
が
表
彰
旗
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
防
災
思
想
の
普
及
や

消
防
施
設
の
整
備
な
ど
、
そ
の
成

績
が
特
に
優
秀
で
他
の
模
範
と
認

め
ら
れ
る
消
防
機
関
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
す
。

　

森
下
孝
幸
消
防
団
長
は
、「
防
災

訓
練
な
ど
消
防
団
員
や
町
民
の
方

の
防
災
へ
の
取
り
組
み
や
機
能
別

消
防
団
、
女
性
消
防
隊
な
ど
が
評

価
さ
れ
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

３月

５
多良木町消防団
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３
月
９
日
、
多
良
木
中
学
校
で

第
56
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、

102
人
が
新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

　

横
瀬
知
節
校
長
が
「
そ
の
時
に
で

き
る
こ
と
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と

式
辞
を
述
べ
ら
れ
、
卒
業
生
へ
三
椏

（
み
つ
ま
た
）
の
手
す
き
和
紙
で
作
ら

れ
た
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
を
代
表
し
て
藤
本
翔
く
ん

が
「
仲
間
が
い
る
こ
と
の
大
切
さ
を

知
っ
た
」
と
答
辞
を
述
べ
、
厳
粛
な

な
か
に
も
心
に
残
る
卒
業
式
と
な
り

ま
し
た
。

３月
９多良木中学校で卒業式みどりの少年団が卒業記念植樹

　

３
月
10
日
、
黒
肥
地
小
学
校
６

年
生
が
大
規
模
林
道
沿
線
の
町
有

林
に
卒
業
記
念
植
樹
を
行
い
ま
し

た
。

　

日
陰
に
は
雪
が
残
る
寒
い
な
か
、

児
童
た
ち
は
も
み
じ
20
本
を
２
人

１
組
に
な
っ
て
穴
を
広
げ
た
り
、
支

柱
を
設
置
し
た
り
と
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
も
植
樹
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
「
ネ
ッ
ト
張

り
が
難
し
か
っ
た
。
大
き
く
な
っ

た
ら
見
に
来
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

３月
10

黒肥地小学校６年生

交流館石倉へソーラー電波時計を寄付
　

昭
和
28
年
度
生
ま
れ
で
組
織
さ

れ
た
巳
午
会
（
松
下
祐
司
会
長
）
か

ら
交
流
館
石
倉
へ
ソ
ー
ラ
ー
電
波

時
計
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
同
施
設
で
還
暦
同

窓
会
を
開
催
し
、
参
加
者
か
ら
そ

の
益
金
の
な
か
か
ら
な
に
か
形
に

残
る
も
の
を
寄
贈
で
き
な
い
か
と

提
案
が
あ
り
、
今
回
の
寄
贈
と
な

り
ま
し
た
。

　

贈
呈
は
役
場
応
接
室
で
行
わ
れ
、

松
本
町
長
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

３月
19

昭和２８・２９年同窓会巳午（みま）会

広報たらぎ 2014. ４　８

第１保育所卒所式

　

３
月
28
日
、
多
良
木
町
立
第
１

保
育
所
で
卒
所
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

保
護
者
が
見
守
る
な
か
、
一
人

ひ
と
り
名
前
が
呼
ば
れ
壇
上
に
あ

が
り
、
保
育
証
書
を
受
け
取
る
と
、

将
来
な
り
た
い
も
の
を
大
き
な
声

で
発
表
し
ま
し
た
。

　

山
下
仁
美
施
設
長
が
「
小
学
生

に
な
っ
て
も
優
し
い
気
持
ち
を
忘

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
こ
ら
え
き
れ
な
く
な
っ
た
の

か
涙
を
流
す
子
ど
も
も
い
ま
し
た

が
、
在
所
児
へ
「
今
ま
で
遊
ん
で
く

れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

離
れ
て
い
て
も
友
達
で
す
」
と
最

後
は
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
ら
し

く
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

３月
28



課名等 課長 係名 係長・主幹 課　　員

総務課 松崎　信幸

総務 ◎ 岡本　雅博 ☆ 小田　智子 ☆ 渕田　美春 ☆ 那須研太郎 ☆ 久保田　大
電算情報 兼 岡本　雅博 　 吉鶴光太郎 　 尾方　翔
管財・防災 　 椎葉　純 　 安藤　弘樹
後期高齢者広域派遣 ☆ 山本　美和

企画観光課 松本　和則 企画改革 　 竹下　政孝 　 新堀　理絵 　 藤田　周平
商工観光 　 椎葉　直宏 　 五家　辰剛

会計室 松田　好史 会　計 　 長田　憲士 ☆ 草場　　薫 　 川口加奈子 　 沖　　敏行

税務課 今井　一久

固定資産税 　 執柄　健一 ☆ 栃原　　誠 　 西　　史子
住民税 ◎ 小田　章一 　 上田　和明 　 下田　麻里 　 山下　哲弥
収　納 　 林田　浩之
地籍調査 　 浅川　英司 　 吉永　泰浩 　 柳川　智寛

町民福祉課 平川　　博
戸籍住民登録 　 川越　恭子 ☆ 金子めぐみ ☆ 那須　梢恵 ※ 三宅恵梨香
生活環境 　 吉村　和記 ☆ 栃原英里香
福　祉 ◎ 白濱ゆりこ ☆ 吉地　美紀 ※ 福井むつみ

子ども対策課 西　　宗一

子育て支援 ◎ 田中　民子 ☆ 久保　広睦 　 才津　宜大
第１保育所 　 山下　仁美 ☆ 那須　美紀 　 吉鶴　緑
第３保育所 　 椎葉　敏子 ☆ 那須　理佳 ☆ 大石　尚美
多良木学園 　 植原　一喜 ☆ 豊永和香子 　 黒木　淳子 　 黒木　勇樹

健康・保険課 前田　和博

保険年金 　 東　健一郎 ☆ 星原　由美 ☆ 矢立　健 　 針馬　里奈
高齢者支援 　 林田　裕一 ☆ 上村由美子 ☆ 中村　綾子 　 松下　琢磨

健康増進 　 恒松つぐみ ☆ 松山　文子 　 東　　　祐 　 永井　美里
☆ 和泉　理恵 　 高森菜穂子 ※ 豊永　花愛

農林課 仲川　広人 農業振興 ◎ 小林　昭洋 ☆ 西　　輝樹 　 矢立　志穂 ※ 西　公太朗
　 北﨑　正樹 　 山本光一郎

林業振興 　 水田　寛明 　 山下　義博 　 瀧森　脩平

環境整備課 久保　日出信

◎ 有村　和博

建　設 　 片山　勝己 ☆ 山村　忍 ☆ 那須　隆二 　 嶋元　竜也 　 黒木　佑宜
　 渕田　一利

下水道 　 新堀　英治 　 多田　哲弥 　 溝辺　政孝
上水道 　 木下　孝二 　 金子　貴範 　 尾方　　栞

議会事務局 大石　浩文 議会事務局 　 黒木庄一朗 ☆ 執柄　由美

教育振興課 宮本　雅伸
学校教育 ◎ 信國　和子 ☆ 佐藤　愛子 　 秋山　宏文 　 谷村　志乃
社会教育 　 魚住　雅彦 ☆ 村山　朋美 ☆ 永井　孝宏 ☆ 赤川　和幸
学校給食 　 大森　博範

農業委員会 西　　百代 事務局 　 佐々木英人 　 荒川　秀樹

防災無線は常に電源を入れておきましょう！

９　広報たらぎ 2014. ４

平成 26 年度多良木町職員名簿 平成 26 年４月１日現在

平成 26年度　新しい体制でがんばります 新規採用職員

･･･ 新たに異動となった職員※ ･･･ 新規採用☆ ･･･ 参事◎ ･･･ 主幹

町民福祉課　福祉係
福井　むつみ

農林課　農業振興係
西　公太朗

健康・保険課　健康増進係
豊永　花愛

町民福祉課　戸籍住民登録係
三宅　恵梨香

　農林課に配属されました、
西公太朗です。今年３１歳
になりますが若い力に負け
ないようにフレッシュな気
持ちでがんばりたいと思い
ますのでよろしくお願いい
たします。

　社会に出たばかりでご迷
惑をお掛けすることがある
と思いますが、一生懸命頑
張って町民の皆様のために
働きたいと思います。よろ
しくお願いいたします。

　自分の夢であった保健師
として多良木町で働くこと
になり嬉しいです。初心を
忘れず、笑顔の接客を心掛
けていきたいと思います。
宜しくお願いします。

　公務員としての自覚と笑
顔を忘れず、１日でも早く
町民の皆様の力となれるよ
う頑張ります。窓口にいま
すので、気軽に声をお掛け
ください！

　

多
良
木
町
役
場
職
員
と
し
て
４
名
の
方
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ま
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
31
日
付
け
で
次
の
方
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
長
い

間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

・
吉
村　

悦



防災無線は常に電源を入れておきましょう！

集落支援員　活動報告

ご挨拶 
　多良木町の皆様こんにちは。集落支援員の上治です。３月中旬に家族

が槻木に移住してきました。槻木の皆さんとコミュニケーションをとり

ながら、地区の維持・活性化に向けて「福祉による地域づくり」や槻木

の魅力発信などできるよう、町と取り組んでいきます。

地域住民とのひな飾り　
　2月初旬、槻木にお住まいの方から、槻木公民館にひな人形を飾ろう
と声をかけて頂き、飾り付けのお手伝いをしました。次の日、その飾り
を見た方より声をかけて頂き、ひな人形は 4つに増えました。公民館に
来た方々が「うわぁ～よかねぇ～」と歓声が上がりました。来年も飾れ
たらいいなと思いました。

集落支援員とは？
　総務省が平成 20年から進めている事業で、多良木町では、「町内における人口
減少及び高齢化が著しい地域において、町外の人材を活用し、地域の活性化に必要
な施策を推進し、過疎地域等への定住や産業振興など集落対策に従事する人」を集
落支援員としています。

槻木あっ!

チラッこちら

～このコーナーは、槻木のあちこちを紹介致します～

平成 26年 4月号　ＮＯ．2

光回線を使った健康相談
　2月中旬から 3月末にかけての週に１回、テレビ電話を使った健康相
談のモデル事業が行われ、操作の補助をさせて頂きました。その効果は、
「もう少し歩こうと思った」「昨日は、よぉ動いたもんね」などと参加者
の散歩に対して意識の変化につながりました。また、皆さんが集う場と
しても大きな意味があります。光ブロードバンドの技術を活かし、カラ
オケのような新たに皆さんが集う場などできたらいいなと思いました。

「ファイト！ 1本！」
槻木に限られた話ではないようですが、訪問時、「これ、飲みねぇ」とよ
くドリンク剤を頂きます。本当によく頂きます。形はよく似ているので
すが、銘柄はたくさんあります。スーパー長寿のムラの秘密はこのドリ
ンク剤にあるのかもしれません（笑）
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防災無線は常に電源を入れておきましょう！

東松島からの報告
熊本と東松島の「絆」

～これまでいただいたご支援と東松島の現状～

記事を提供していただいた
東松島市総務課
小山　淳志さん

←被災直後の大曲浜・北上運河沿い（２０１１年３月撮影）

　宮城県東松島市は、仙台市の北東に位置し、
日本三景の一つである松島と面する市です。
　人口約４万３千人の町で震災による死者・行
方不明者は 1,133 人にも上りました。震災後３
年がたち、熊本では被災地の情報に触れる機会
も少なくなってきました。そんな中、被災地の
現状はどうなっているのかをお伝えするために、
今回東松島市からの報告という形で記事を提供
していただきました。

↑現在の大曲浜・北上運河沿い（２０１３年１月撮影）

近
く
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
完
成
し

ま
し
た
。
震
災
後
か
ら
不
通
と
な

り
代
行
バ
ス
で
の
運
行
が
続
い
て

い
る
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
は
、
鉄
道
路
線

を
内
陸
分
に
移
し
て
、
平
成
27
年

中
に
開
通
予
定
で
す
。

　

津
波
で
被
害
を
受
け
た
農
地
や

漁
港
・
河
川
海
岸
の
堤
防
の
復
旧

工
事
が
現
在
も
進
め
ら
れ
、
地
域

経
済
の
担
い
手
で
あ
る
市
内
の
事

業
者
た
ち
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
・

分
野
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

復
興
へ
の
道
の
り
は
ま
だ
ま
だ

長
く
険
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
被
災
地
・
東
松
島

の
こ
と
を
想
う
こ
と
、
記
憶
す
る

こ
と
だ
け
で
も
、
大
き
な
支
援
に

な
り
ま
す
。

　

熊
本
県
と
東
松
島
市
の
縁
と
絆

が
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
深
ま
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
市
内
の
１
４
５
０
戸

以
上
の
仮
設
住
宅
や
市
内
外
の
民

間
賃
貸
住
宅
な
ど
で
今
後
の
生
活

や
将
来
の
展
望
を
模
索
し
て
い
ま

す
。
今
後
の
大
き
な
課
題
と
し
て

「
住
宅
の
再
建
」「
公
共
交
通
機
関

の
復
旧
」「
雇
用
の
確
保
と
地
域

経
済
の
復
興
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
特
に
快
適
な
住
環
境
と
安

定
し
た
雇
用
の
確
保
が
実
現
し
な

け
れ
ば
、
本
市
か
ら
の
人
口
流
出

を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

　

東
松
島
市
で
は
、
被
災
し
た
市

民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
「
災
害
に

強
く
安
全
な
ま
ち
」「
安
心
し
て

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
と
な
る

よ
う
、
内
陸
部
へ
の
集
団
移
転
先

の
造
成
工
事
と
災
害
公
営
住
宅
の

建
設
・
入
居
、
あ
わ
せ
て
市
民
の

住
宅
再
建
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
・
再
構
築
の
た
め
、

市
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
協
働

で
取
り
組
み
組
織
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
で
新
た
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
な
る
モ
デ
ル
都

市
を
目
指
し
、
３
年
前
、
東
松
島

市
は
国
の
環
境
未
来
都
市
の
認
定

を
受
け
、
昨
年
夏
に
は
野
蒜
海
岸

　

東
日
本
大
震
災
発
生
後
の
東
松

島
市
に
は
、
こ
れ
ま
で
熊
本
県
の

皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
震
災
発
生
直
後

の
２
０
１
１
年
４
月
か
ら
12
月
ま

で
は
、
熊
本
県
の
県
職
員
・
市
町

村
職
員
に
よ
る
合
同
支
援
チ
ー
ム

「
チ
ー
ム
熊
本
」（
全
34
次
）
が
東

松
島
市
に
派
遣
さ
れ
、
市
役
所
で

の
災
害
対
応
窓
口
業
務
や
申
請
書

類
の
整
理
、
市
内
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
４
月
か
ら
は
熊
本
市

職
員
お
よ
び
熊
本
県
内
の
市
町
村

職
員
約
40
人
が
、
東
松
島
市
の
復

興
事
業
を
担
う
た
め
、
最
長
１
年

間
、
長
期
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
熊
本
県
内
の
小
学
校
か

ら
被
災
し
た
東
松
島
の
学
校
へ
の

支
援
米
の
提
供
、
熊
本
市
図
書
館

に
よ
る
東
松
島
市
図
書
館
へ
の
移

動
図
書
バ
ス
の
貸
出
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
熊
本
県
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
・
く
ま
モ
ン
に
も
被
災
し

た
東
松
島
の
保
育
所
な
ど
を
訪
れ

て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
を
励
ま

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
被
災
し
た
東
松
島
市
民
の
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平成 26・27年度の保険料率が決定しました。
熊本県後期高齢者医療広域連合では２年ごとの保険料率の見直しをおこない、次のとおりに決定し
ました。

均等割額（４７, ９００）円 所得割率（９. ２６）％

平成２５年度で
保険料率の特例措置が終了となりました。

　平成２０年度から６年間、あさぎり町、多良木町、湯前町、相良村、五木村の５町村におきまして、
保険料率の特例措置〔多良木町 ･･･ 均等割額（46,100 円）、所得割率（8.90%）〕がとられ保険料の
減額となっていましたが、平成２６年度から保険料率の特例措置がなくなりましたので、各被保険
者の保険料が増額となります。

平成 26年度は保険料軽減対象者が拡大します。
所得が低い方や被用者保険加入者（※）に扶養されていた方の保険料は、継続して軽減されます。

（※）被用者保険とは協会けんぽ、健保組合、共済組合などです。

所得が低い方の軽減

◆保険料の均等割額（被保険者全員が等しく負担する保険料）の軽減

世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等が

「基礎控除額（３３万円）」を超えない世帯で、被保
険者全員の年金収入の控除額をそれぞれ８０万円と
して計算したうえで所得が０円となる場合

⇨ 保険料の均等割額を９割軽減

「基礎控除額（３３万円）」を超えない世帯 ⇨ 保険料の均等割額を８. ５割軽減

「基礎控除額（３３万円）」＋「２４. ５万円×世帯	
の被保険者数」を超えない世帯 （拡大） ⇨ 保険料の均等割額を５割軽減

「基礎控除額（３３万円）」＋「４５万円×世帯の被
保険者数」を超えない世帯 （拡大） ⇨ 保険料の均等割額を２割軽減

後期高齢者医療被
保険者へのお知らせ

※上限額が年額 55 万円から（57）万円へ変更となりました。
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◆保険料の所得割額（所得に応じて負担する保険料）の軽減

被保険者の総所得金額等が

「基礎控除（３３万円）」＋５８万円を超えない方 ⇨ 保険料の所得割額を５割軽減

被用者保険加入者に扶養されていた方の軽減

被用者保険加入者に扶養されていた方も、保険料が軽減されます。
特別措置として、当分の間は保険料の均等割額が９割軽減されます（所得割額はかかりません）。
対象となる方…資格を得た日の前日まで、被用者保険加入者に扶養されていた方

平成 26年度
後期高齢者医療保険料のお支払い方法について

　後期高齢者医療保険料は、特別徴収（年金からの差し引き）又は普通徴収（納付書又は口座振替）
により納めることになります。

特別徴収の方

平成２６年４月より年金からの差し引きにより保険料を納めていただきます。
※申し出により口座振替へ変更することができます。

普通徴収の方

平成２６年７月より納付書又は口座振替により保険料を納めていただきます。

　また、現在普通徴収の方（年金受給額が年間１８万円未満の方を除く）で、平成２５年４月２日
以降に７５歳の誕生日を迎えられた方は、次のとおり平成２６年度途中から特別徴収となりますの
でご注意ください。

※平成２６年度の被保険者証及び保険料額決定通知書は７月中旬～下旬に発送予定です。

【お問い合わせ先】多良木町役場　健康 ･保険課　保険年金係　☎４２－１２５５（直通）

７５歳の誕生日 普通徴収の月 特別徴収の開始月

平成２５年４月　２日　～
平成２５年１０月１日　の間

平成２５年１０月２日　～
平成２５年１２月１日　の間

平成２５年１２月２日　～
平成２６年２月　１日　の間

平成２６年２月　２日　～
平成２６年３月３１日　の間

普通徴収はありません

普通徴収はありません

平成２６年７・８・９月

平成２６年７・８・９月

平成２６年４月から

平成２６年４月から

平成２６年１０月から

平成２６年１０月から
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保健センターだより保健センターだより
生活習慣を見直して、がんを予防しましょう!!

　国立がんセンターの報告によると、国民の 2 人に 1 人ががんにかかり、3 人に 1 人ががんで亡くなる時
代を迎え、今やがんは国民病の一つになっているそうです。
　がんは、相当進行した段階で初めて症状が出る場合が多く、早期のがんでは、症状が出ることは
ほとんどありません。早期発見により多くのがんは治癒可能です。そのために、症状がない内に検
診を受けることはとても大切です。以下の生活習慣の実践により、多くの「がん」にかかるリスクが減ら
せます！　（４月の集団健診の申し込みは、今からでも可能です。）

～～～あなたの生活習慣を確認してみましょう～～～

１．バランスのとれた栄養を摂る
　　野菜をとりいれ、変化のある食生活を
	 野菜料理は小鉢５皿
	 果物は１皿くらいは食べましょう。

２．食べすぎをさけ、脂肪は控えめに 脂肪１ｋｇ消費するのに 7000kcal 使います。
これは４０代男性の約３日分の食事量に相当します。

３．お酒はほどほどに ビールなら中ビン 1 本（500cc）
日本酒なら１合
焼酎なら０．６合　　　です。

４．たばこは吸わない
   　また、他人のたばこの煙を
　　出来るだけ避けましょう。

５．塩辛いものは少なめに、あまり熱いものは冷ましてからにしましょう

６．カビの生えたものに注意する

７．日光に当たり過ぎない

８．適度に運動する
　　無理なく
　　続けられる運動を

９．体を清潔にする

　いかがですか？今のままでいい人、見直したほうがいい人、さまざまだと思います。
楽しく生活出来るよう、見直した方がいいと思う方は、是非挑戦して下さい。

　現在、食生活改善推進員 ( 現在多良木町に 33 名在籍。町の健診の手伝い、児童生徒への郷土料理の伝
承、えびすっ子ステイ等ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱで幅広く活動されている）と栄養士で、各地域のご要望により、高血圧、
糖尿病予防教室等行っております。利用希望される場合は日程の調整等がありますので、少なくとも１ヶ
月前までに、まずは電話（４２－１１００）でお知らせ下さい。
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国民年金インフォメーション国民年金インフォメーション

広報広場

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

【お問い合わせ先】

八代年金事務所　ＴＥＬ０９６５－３５－６１２３　
健康・保険課　保険年金係　ＴＥＬ４２－１２５５

　20 歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下
の場合、国民年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、
高等専門学校、専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）に在学
する学生等で、ご本人の前年所得が次の計算式で計算した金額以下であること
が条件です。

〈所得のめやす〉118万円＋｛ 扶養親族等の数× 38万円 ｝

　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までとなりますが、承認を受け
た次の年度も在学予定である場合、４月始めに再申請の用紙が送られてきます
ので、引続き学生納付特例制度をご希望の場合は、必要事項を記入の上ご返送
ください。

国民年金保険料学生納付特例申請について

　学生納付特例制度により、平成２５年度に保険料納付を猶予されている方で、
平成２６年度も引き続き在学予定の方へ、３月下旬に基礎年金番号等が印字さ
れたハガキ形式の学生納付特例申請書が送付されます。
　同一の学校に在学されている方は、このハガキに必要事項を記入し返送いた
だくことにより、平成２６年度の申請ができます。（この場合、在学証明書ま
たは学生証の写しの添付は不要です。）
　なお、平成２６年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付を希望さ
れる場合は納付書を送付いたしますので、お手数ですがお近くの年金事務所に
ご連絡ください。
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教育委員会だより教育委員会だより

『
私
の
す
す
め
る
本
』

　
　
『
望
郷
』出

版
社
／　

文
藝
春
秋

　
　
　

著　

者
／
湊　

か
な
え

　

湊
か
な
え
さ
ん
の
「
望
郷
」

は
孤
島
を
舞
台
と
し
た
人
間
関

係
の
閉
塞
感
や
息
苦
し
さ
な
ど

が
事
件
を
通
し
て
綴
ら
れ
、
誰

も
が
ど
こ
か
し
ら
で
「
あ
る
あ

る
…
！
」
と
共
感
し
そ
う
な
内

容
で
読
み
や
す
か
っ
た
で
す
。

他
に
「
母
性
」
や
「
夜
行
観
覧

車
」
な
ど
も
湊
か
な
え
さ
ん
特

有
の
、
登
場
人
物
そ
れ
ぞ
れ
が

語
り
手
と
な
る
展
開
に
よ
り
、

単
純
な
事
件
の
真
相
と
は
別
に

当
事
者
の
心
情
が
リ
ア
ル
に
伝

わ
り
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　

図
書
館
で
は
、
リ
ク
エ
ス
ト

本
に
も
快
く
対
応
し
て
下
さ
い

ま
す
の
で
、
親
子
で
有
難
く
利

用
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

多良木６区の３
池田　陽子

多良木町就学援助費について
　　この制度は、経済的な理由によって就学困難と認められる児童生徒の保護者に対し必要な援助を行い、

義務教育の円滑な実施に資することを目的としています。
　　対象者は、多良木町に住所を有し、多良木町立の小学校、中学校に在籍している児童・生徒の保護者で、

本人の申請書及び学校長の意見並びに民生児童委員の意見、同居家族の所得状況を参考にしながら教育委
員会が認定の可否を決定します。

　　なお、前年の所得の状況により認定費目を決定します。
≪認定基準≫
　　次の項目のいずれかに該当する場合、認定の対象となります。
　　１　生活保護が廃止又は停止になった。
　　２　町民税が課税されていない。
　　３　町民税の減免を受けている。
　　４　事業税の減免を受けている。
　　５　固定資産税の減免を受けている。
　　６　国民年金の掛金の減免を受けている。
　　７　国民健康保険料の減免又は徴収の猶予を受けている。
　　８　児童扶養手当の支給を受けている。
　　９　世帯更生貸付補助金による貸付を受けている。
　１０　保護者が、職業安定所登録日雇労働者である。
　１１　保護者の職業が不安定で生活が困難である。
　１２　経済的理由により欠席日数が多い。

平成２６年　夏
　多良木町黒肥地に
　新たな歴史文化の風が吹きわたろうとしています。
　　　地域文化の創造や
　　　ふるさと多良木への想い
　　　そして、みんなが訪れたくなるようなそんな親しみやすい愛称を
　　　募集します。　　

≪援助費目≫
　①学用品費
　②新入学用品費　
　③学校給食費
　④修学旅行費　　

≪申請方法≫
　申請用紙は、各学校に備え

付けてありますので在籍す
る学校に申し出てください。

≪問い合わせ先≫
　詳しいことがお知りになりたい方は、  
   教育委員会　教育振興課　学校教育係　
　42-1266（直通）までお問い合わせください。

≪問い合わせ先≫
　  詳しいことがお知りになりたい方は、  
    教育委員会　教育振興課　社会教育係　
     42 － 1267（直通）までお問い合わせください。

多良木町埋蔵文化財等センター愛称募集
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日 月 火 水 木 金 土

　　５月のくらしカレンダー
１ ２ ３ 憲法記念日
・３ヵ月児健診

（保健センター）

図書館休館日

４ みどりの日 ５ こどもの日 ６ 振替休日 ７ ８ ９ 10
・年金相談

（研修センター小会議室）
・２歳児検診

（保健センター）

図書館休館日 図書館休館日 図書館休館日 　

11 12 13 14 15 16 17
●狂犬病予防注射

（久米公民館・黒肥地公民館）
・４種混合（乳幼児）

（保健センター）

18 19 20 21 22 23 24
・1 歳 2 ヵ月児育児相談
・６ヵ月児健診

（保健センター）
・４〜５ヵ月児育児学級

（保健センター）
・麻疹風疹混合予防接種

（年長児）（保健センター）
●生涯学習合同開講式

（研修センター２階）
●狂犬病予防注射

（研修センター） 図書館休館日
・年金相談

（研修センター小会議室）

25 26 27 28 29 30 31
・３歳児健診
・１歳児歯科検診
　（保健センター）

・男性料理教室
（保健センター）

図書館休館日

防災無線は常に電源を入れておきましょう！
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期日 休日在宅医（５月分） 電話 休日当番医（５月分）

３（土）
こんどう整形外科（あさぎり町） ４５−６５５５ ・ひご薬局多良木店（49-1011）・多良木いちご

薬局（42-6888）・山口薬局（42-2123）・高階誠
心堂錦調剤薬局（38-4940）

高田内科医院（錦町） ３８−３６７７
公立多良木病院小児科（多良木町） ４２−２５６０

４（日）
古城クリニック（水上村） ４４−０３２１

・クスノキ薬局桜の里店（47-8123）田中医院（錦町） ３８−００６１
人吉総合病院小児科（人吉市） ２２−２１９１

５（月）
そのだ医院（湯前町） ４３−２０６３

・犬童薬局（43-3903）深水内科医院（錦町） ３８−３２２１
増田クリニック小児科（人吉市） ２２−３５７０

６（火）
宮原医院（多良木町） ４２−２０８２ ・山口薬局ピーチ店（42-7712）

・つばめ薬局（25-2500）
酒瀬川内科（錦町） ３８−００５０
たかはし小児科内科医院（人吉市） ２４−２２２２

11（日）
渡辺医院（多良木町） ４２−２５４１

・エスエス堂きりん本町薬局（45-6330）ほづみ皮膚科医院（錦町） ２６−５３００
やまむら医院小児科（あさぎり町） ４５−０００５

18（日）
横山医院（多良木町） ４２−２１３２
小川整形外科医院（錦町） ３８−３４５５
増田クリニック小児科（人吉市） ２２−３５７０

25（日）
仁田畑クリニック（多良木町） ４２−１１２３

・百太郎薬局（28-8123）脳神経外科小林クリニック（錦町） ３８−５６７０
堤病院付属九日町診療所小児科（人吉市） ２２−２２５１

清
風
薬
局
サ
ン
ロ
ー
ド
免
田
店

４
９—

９
６
０
０

平成２６年３月分 134,580㎏ 8,180㎏
平成25年度累計（H25.４月〜H26.3月）（Ａ）1,714,280㎏ 106,890㎏

前年度の３月までの累計 （Ｂ） 1,829,820㎏ 102,940㎏
（Ａ）  ー  （Ｂ） △115,540㎏ 3,950㎏

多良木町から出たゴミの量（３月分）です！！

「１・１・１００運動」にご協力を！
  ― １日・１家庭・１００グラムのゴミ減量 ―

今後とも、ゴミの分別・リサイクルの推進にご協力をお願いします。

多良木町の人吉球磨クリーンプラザ
へのゴミ搬入状況 可燃ゴミ 不燃ゴミ

■診療時間は、午前９時から午後５時までです。
■当番医の変更等がありますので、受診時は医療機関へご確認ください。

球磨郡歯科医師会休日診療当番医のお知らせ
日　時：平成 26 年５月３日（土）午前 10 時から午後４時
当番医：くぼ歯科医院（湯前町）　電話：４３−４１８８

町長交際費の支出状況（H26.3.1 〜 3.31）
No. 件　　　名 金　　　額 支　払　先

１ 植樹祭時お茶代 6,280 円 有限会社 みなみ

２ たばこ耕作者大会時優良賞記念品 10,000 円 多良木町商工会

３ 元町職員新堀ルリ子様ご逝去時御供花代 15,750 円 総合葬祭 たけなか

えびすの湯休館日
図書館休館日

町内リサイクル
・赤坂・里の城
・黒肥地公民館

町内リサイクル
・久米公民館
・武道館　　



Information
ミツバチに対する農薬危害防止

　柑橘類の開花期防除に当ってはミツバチに農薬散

布による危害が生じないよう、近くの養蜂家と巣箱

の位置や防除計画など事前に情報交換を行うととも

に、農薬散布にあたってはミツバチや巣箱に農薬が

かからないよう十分注意しましょう。

問い合わせ
 熊本県農業技術課　☎ 096-333-2381　　　
　　　　　 畜産課　☎ 096-333-2401　　　

タクシー利用料金を助成します
　町では高齢者や心身障がい者の方の交通手段確保

のため、タクシーを利用する場合、その料金の一部

を助成します。

　次の項目に該当する方は、「福祉タクシー利用券」

を送付しますのでご利用ください。

【対象となる方】

　平成２６年４月１日を基準として

①年齢８０歳以上の高齢者
②身体障害者手帳、療育手帳、精神保
　健福祉手帳を持っている
のいずれかに該当し、多良木町に住民票があり自宅

に住んでいる方

【交付枚数】

年間 1 人当たり５００円券を１２枚。ただし再交付

はできません。

【利用できるタクシー会社】

たらぎタクシー　☎　４２－３０３０

わけべタクシー　☎　４２－３９３９

問い合わせ
多良木町役場
健康・保健課　高齢者支援係　 ☎　42-1255
町民福祉課　　福祉係    　　　☎　42-1256

人のうごき （３月１日）
人口 ： １０, ４４３人
男 ： ４, ９０８人　　女 ： ５, ５３５人
出生　　５人　　死亡　１０人
転入　２１人　　転出　２７人

飼い犬の避妊・去勢手術費の一部を助成
　狂犬病予防動物愛護協議会事務局では管内市町村

に犬登録をしており、狂犬病予防注射済みの犬の避

妊、去勢手術について、手術費を一部助成します。

【募集期間】

第１期：平成２６年１月１日から６月３０日まで

第２期：平成２６年７月１日から１２月３１日まで

【助成金額】

①雌避妊手術：６，０００円 / 頭

②雄去勢手術：３，０００円 / 頭

【応募方法】

所定の様式に記入のうえ、募集期間終了の翌月１０

日（必着）までに下記事務局に郵送または持参する。

郵送の場合は「避妊及び去勢手術費助成申請書在中」

と朱書する。

【そ  の  他】

申請者（犬の登録者）１人に対し１頭のみを助成対

象とする。

申し込み・問い合わせ
〒 868-0795
水上村大字岩野 90　水上村役場　住民福祉課　
　　　　　　　　　　　　　　☎ 44-0313

くま川鉄道の運賃改定
　くま川鉄道では平成２６年４月１日から消費税率

が５％から８％に引き上げられたことから消費税引

き上げ相当分の運賃を改定しています。

　このため、通常運賃のほか、通勤・通学定期運賃

も引き上げれました。

【主な駅間の運賃】　人吉～多良木

①普通旅客運賃（大人）

　　改定前　560 円　→　改定後　570 円

②通学定期旅客運賃（１ヶ月）

　　改定前 10,740 円　→　改定後 11,050 円

※詳細は下記にお問い合わせください。

くま川鉄道株式会社
　☎ 23-5011
　ホームページ http://www.kumagawa-rail.com
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自動車税の納付は６月２日までに

問い合わせ
熊本県県南広域本部　収税課（八代総合庁舎内）

☎ 0965-33-2184

九州大学公開講座九州山地の森を知ろう

町のホットラインを開設しています
☎ 42-6111（内線 210 または 231）

無料職業紹介所からのお知らせ
　町では、地元の事業所が求める人材や町内に居住の方、定住する
ための就職を希望する方を対象に、求人・求職の紹介・あっせんを
行う「多良木町無料職業紹介所」を開設しています。雇用の安定に
向け次のような業務を行なっています。ぜひご活用ください。
・求人情報の収集　・求職者への求人情報の提供　など
　詳しい内容、応募を希望される方は、多良木町無料職業紹介所ま
でご相談ください。

【　問い合わせ　】
多良木町無料職業紹介所（役場企画観光課内）
☎ 42-1257（直通）

多良木町商工会前に公衆トイレが設置されました

　自動車税の納税通知書を５月初めにお送りしま
す。納期限の６月２日（月）までにお近くの金融
機関やコンビニエンスストア、県内の各広域本部、
各地域振興局、自動車税事務所で納めていただき
ますようお願いします。

【環境への配慮から自動車税の税額が増減されます】
　排気ガスや燃費性能が優れた環境負荷の小さな
自動車（新車）は登録の翌年度の自動車税が軽減
され、一定年数を経過した環境負荷の大きい自動
車は自動車税が加算されます。
　なお、自動車税が加算される自動車は、新車新規
登録から１１年を過ぎたディーゼル車および１３
年を過ぎたガソリン・ＬＰＧ車で、年限を経過し
た翌年度から自動車税が１０％加算されます。
※平成２６年度に自動車税が加算（約１０％）さ
れる自動車
①ガソリン・ＬＰＧ車
　平成１３年３月３１日以前に新車新規登録された自動車
②ディーゼル車
　平成１５年３月３１日以前に新車新規登録された自動車

　これまで、多良木町商店街には公衆トイレがな
く、買い物をされる方や観光される方などが不便
に感じられる状況でしたが、このたび住民から要
望があり、多良木町商工会が主体となり熊本県の

「まちなかづくり推進事業費補助金」を活用した公
衆トイレが設置されました。
　この公衆トイレは、男子、女子トイレのほか、
多目的トイレも整備されていて、高齢者や乳幼児、
車椅子の方にもご利用いただけます。

　九州大学宮崎演習林は、九州山地のほぼ中央部に広
大な森林を所有し、奥地山岳の森林の特徴を活かして、
森林育成・保全、地球環境における森林の役割等に関
する教育研究を長年にわたり実施してきました。その
研究成果をもとに、一般の方に九州山地の森林や樹木、
森林動物などの生態的特徴や、森と水の係わりに関す
る知識を深めてもらうことを目的として、公開講座を
開催いたします。奮ってご参加いただきますようお願
いいたします。

①講 座 名　 「九州山地の森を知ろう」
②開 催 日　　平成 26 年 5 月 24 日（土）～ 25 日（日）
③実施会場　 九州大学宮崎演習林
④募集対象者　 一般市民
⑤募集人員　   20 名程度
⑥必要経費　　 1 名につき講習料、宿泊料（1 泊）・食
事代（3 食分）、保険料等として 5,000 円の負担となり
ます。
⑦申込方法     往復ハガキに住所・氏名・年齢・電話番
号・性別をご記入のうえ申込ください。
⑧申 込 先
〒 883-0402  宮崎県東臼杵郡椎葉村大字大河内 949
                 九州大学宮崎演習林  ☎ 0983-38-1116
⑨募集期間　　平成 26 年 4 月 14 日（月）～ 5 月 9 日 ( 金 ) 必着
⑩講座内容   　
5 月 24 日 ( 土 )  演習林事務所集合	13:00
　　　　　　　 開講式・講義・実習	13:00 ～ 17:30
5 月 25 日 ( 日 )  実習	 9:00 ～ 15:00
　　　　　　　 質疑・応答・閉講式 15:00 ～ 15:30
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平成26年 交通事故の発生状況 
（　）内は対前年比　　　　【３月末日現在】

件　数
熊本県内
多良木署管内
多良木町内

1,846
9
5

（−211）
（−2）
（＋2）

死者数
熊本県内
多良木署管内
多良木町内

20
0
0

（−4）
（±0）
（±0）

傷者数
熊本県内
多良木署管内
多良木町内

2,366
10
5

（−242）
（−3）
（＋2）



社協だより

善
意
の
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　球磨支援学校はボランティア活動の一環で「花いっ
ぱい運動」に取り組まれ、たくさんの花を育て、あず
み野、なごみ苑、シルバーエイト、わかば園、優光、
カワウチ優光、亀さん、ぴゅーぱ、多良木町デイサー
ビスセンター、社協など各施設に花植え
プランターや花の苗を届けられました。
ありがとうございました。

○球磨支援学校（ボランティア協力校）のボランティア
　活動で育てたたくさんの花を各施設に届けられました

○平成 26年度社協の主な事業及び行事計画について
  ３月の社協理事会及び評議員会において承認をいただき、平成２６年度の事業計画並びに当初予算が成立しまし
たので、介護保険事業を除く主な事業及び本年度の行事等について、お知らせします。

平成２６年度 社協の主な行事等
月
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ヨ

シ
子
さ
ん
、
松
井
節
子
さ
ん
が
訪
問

し
て「
掃
除
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」

と
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

・高齢者世帯・一人暮らし及びねたきり高齢者調査
・家族介護者の日帰り研修（リフレッシュ事業）

・いきいきサロンボランティアリーダー情報交換会

・親と子の集い（ひとり親家庭の体験学習及び社会見学）

・社協福祉まつり・90 歳祝品贈呈
・社協・老連共催グラウンドゴルフ大会

・福祉団体交流スポーツ祭
・在宅高齢者を火災から守る情報交換会

・介護者の集い
・高齢者訪問防火指導の実施
・ボランティア講演会
・社協主催ゲートボール大会

・歳末助け合い援護活動

・社協・老連共催グラウンドゴルフ大会

行　　事　　等　　の　　内　　容

高齢者グラウンド・ゴルフ大会の開催第4
2回

　高齢者の健康づくりと老人クラブ会員の親睦を図るため、社
協・老連共催の高齢者グラウンド・ゴルフ大会を開催されました。
　世代間交流グラウンドにおいて、59チーム（424名）の参加
のもと、黒肥地１区の加藤辰馬さんの選手宣誓のあと競技に移
り、終始和やかな雰囲気の中、試合が繰り広げられました。今
大会では 85歳の選手 12名に記念品が贈呈されました。
大会の成績は次のとおりです。（敬称略）
〔成　績〕
優　勝
　多良木３区の１Ａチーム
準優勝
　多良木３区の１Ｂチーム
三　位
　多良木８区の１Ａチーム
ダイヤモンド賞
　多３の１田山チエ
オール２打賞　
　多７の１髙本啓功

【社協の主な事業】（介護保険事業を除く）
　◎ 地区社会福祉協議会の設置と活動支援
　◎ ボランティアセンター事業
　　（ボランティア育成・ボランティアポイント制度）
　◎ 福祉団体活動への支援と連携
　◎ ふれあいいきいきサロン事業の推進
　◎ 高齢者等見守りネットワーク活動の推進と支援
　◎ 地域福祉権利擁護事業の推進　
　◎ 災害ボランティアセンターマニュアルの見直し　
　◎ 日本赤十字社社資募集活動
　◎ 赤い羽根共同募金活動
　◎ 福祉金庫貸付事業（生活資金・出産費等）
　◎ 生活福祉資金貸付事業（総合支援資金等）
　◎ 心配ごと相談事業
　◎ 福祉用具貸付事業（介護用ベッド・車椅子等）
　◎ ふれあい陶芸教室の開催
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次
の
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皆
様
の
温
か
い
善
意
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
：
受
付
順
）

宮　

本　

和　

子
（
久
９
区)

北　

崎　

フ
ク
エ
（
多
10
区
の
１
）

恒　

松　

正　

昭
（
多
10
区
の
２
）

山　

田　

清　

一
（
多
８
区
の
２
）

南　

條　

徳　

幸
（
多
10
区
の
２
）
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本　

順　

子
（
多
４
区
の
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）

松　

井　
　
　

徹
（
黒
１
区
）

今　

井　
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子
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多
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区
の
２
）

川　

邊　

寅　

一
（
久
９
区
）

河　

内　

吉　

房
（
多
２
区
の
２
）


